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l ソフトウェアリリース日は、このバージョンのソフトウェアのリリース期日を表します。

更新状況、およびご使用のドキュメントが最新版かどうかは、次のサイトで確認できます。http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

このサイトを利用するには、HP Passportへの登録とサインインが必要です。HP Passport IDの登録は、次のWebサイトから行なうことができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイト )

または、HP Passportのログインページの [New users - please register]リンクをクリックします。
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サポート
HPソフトウェアサポートオンラインWebサイトを参照してください。http://support.openview.hp.com

このサイトでは、HPのお客様窓口のほか、HPソフトウェアが提供する製品、サービス、およびサポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HPソフトウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに必要な対話型の技術サポートツールに、素早く効率的にアクセスで

きます。HPソフトウェアサポートのWebサイトでは、次のようなことができます。

l 関心のあるナレッジドキュメントの検索

l サポートケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング

l ソフトウェアパッチのダウンロード

l サポート契約の管理

l HPサポート窓口の検索

l 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

l 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換

l ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部のサポートを除き、サポートのご利用には、HP Passportユーザーとしてご登録の上、サインインしていただく必要があります。また、多くのサポートのご利用には、サ

ポート契約が必要です。HP Passport IDを登録するには、次のWebサイトにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイト )

アクセスレベルの詳細については、次のWebサイトをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

HP Software Solutions Nowは、HPSWのソリューションと統合に関するポータルWebサイトです。このサイトでは、お客様のビジネスニーズを満たすHP製品ソリューション

を検索したり、HP製品間の統合に関する詳細なリストやITILプロセスのリストを閲覧することができます。このサイトのURLは
http://h20230.www2.hp.com/sc/solutions/index.jspです。
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UFT 12.01 の新機能
UFT 12.01には，次の新機能とサポートが追加されています。

本項には，次の項目が含まれています。

l 「Windows Runtime環境およびオブジェクトの新しいサポート (テクノロジ・プレビュー) 」(3ページ)

l 「Siebel Open UIアプリケーションの新しいサポート」(3ページ)

l 「SAPUI5アプリケーションの新しいサポート (テクノロジ・プレビュー) 」(3ページ)

l 「SafariでのWebアプリケーションのテストの公式サポート」(4ページ)

l 「UFTバージョン 12.01での製品の機能強化」(4ページ)

l 「UFT 12.01での新しい環境のサポート」(5ページ)

Windows Runtime環境

およびオブジェクトの新しいサポート (テクノロジ・プレビュー)
新しいUFTWindows Runtime Add-inを使用して，Windows 8.xまたはWindows Server 2012で
動作するWindows Runtimeアプリケーションをテストできます。

Windows Runtimeアプリケーションとは，Windows 8.x/Windows Server 2012の［スタート］または［ア

プリ］画面から実行され，Windows Storeからインストールされるアプリケーションです。これらのアプリ

ケーションは，Windowsの以前のバージョンで使用されていた従来のアプリケーション (Windows
8.x/Windows Server 2012の［デスクトップ］画面で実行されるもの)とは異なります。

UFTでは，Windows 8.xがインストールされているコンピュータにUFTがインストールされた場合，

Windows Runtime Add-inは常に使用可能です。

Windows Runtime Add-inを使用すると，次のことが可能です。

l Windows Runtimeアプリケーションでテストを記録して実行する

l Windows Runtimeオブジェクトでオブジェクト・リポジトリを作成する

l UFT (［デスクトップ］画面で動作 )とWindows Runtimeアプリケーションの間を容易に行き来する

ことにより，UFTをWindows 8.xで使用する

Siebel Open UIアプリケーションの新しいサポート

新しいSiebelOpenUI Web 2.0 Add in (ツールキット )を使用して，Siebel Open UI フレームワークで設

計されたアプリケーションをテストできます。このツールキットは，WebAdd-in Extensibilityに基づいてお

り，WebAdd-inを拡張することで，Siebel Open UI固有のオブジェクトと操作を認識します。

SiebelOpenUIツールキットは，UFTの後でWeb 2.0ツールキットのインストールの一部としてインス

トールされ，WebAdd-inの子アドインとして表示されます。

SAPUI5アプリケーションの新しいサポート (テクノロジ・プレビュー)
新しいSAPUI5 Add in (ツールキット )を使用して， Internet Explorerで動作するSAPUI5 SDKで設
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計されたアプリケーションをテストできます。このツールキットは，WebAdd-in Extensibilityに基づいてお

り，WebAdd-inを拡張することで，SAPUI5固有のオブジェクトと操作を認識します。

SAPUI5ツールキットは，WebAdd-inの子アドインとして常に使用可能です。

SafariでのWebアプリケーションのテストの公式サポート

リモート Mac コンピュータで動作するSafariブラウザでのWebアプリケーションのテスト機能が公式に

サポートされました。

リモート Safariブラウザでテストを実行する他に，次のことができます。

l 新しいリモート・オブジェクト・スパイを使用して，Safariで動作しているWebアプリケーションをスパ

イする

l Safariでの実行中にCaptureBitmapテスト・オブジェクト・メソッドを使用する

l テスト結果でテスト実行のスナップショットを参照する

l Mac コンピュータとUFTを実行しているコンピュータの間の通信を，アクセス・パスフレーズとSSL
接続で保護する

UFTバージョン 12.01での製品の機能強化

l Unified Functional Testing Agent Chrome拡張がWebストアで入手できるようになりました。これ

により，Chromeの最新テクノロジとの整合性が確保され，UFTのChromeサポートの自動更新

が可能になります。

l Insightオブジェクトに対する GetVisibleText メソッドの使用：Insightによって認識されたオブジェ

クトから，OCR メカニズムを使用してテキストを取得できるようになりました。このテキストは，検証

目的で，あるいはアプリケーションのオブジェクトまたは状態の間の区別のために使用できます。

l Flex Advanced Data Grid オブジェクトの基本的なサポート：UFT Flex add-inが，Advanced
Data Gridコントロールを FlexTableテスト・オブジェクトとして認識し，これらのコントロールに対して

基本的なテーブル機能をサポートするようになりました。これに加えて，UFTは，ExpandRow，
CollapseRow，SortByColumn操作をこのタイプのテーブルに対してサポートします。

l URL からのWADL ファイルのインポート：従来，WADLファイルを使用して RESTサービス・メソッ

ドを作成するには，メソッドを含むWADLを，ファイル・システムに保存されているファイルからイン

ポートする必要がありました。現在は，WADLファイルをURLからインポートできるようになりまし

た。これは，WSDLファイルをURLからインポートできるのと同じです。

また，フライト APIアプリケーションにサービスの一部としてサンプルWADLが追加されました。

l セキュリティで保護された Web サービスをテストする際のプリエンプティブ・セキュリティの使用： UFT
は，Webサービス要求を送信する際に，Webサービス・ステップのセキュリティ認証情報を送信で

きるようになりました。

従来は，セキュリティ設定を必要とするWebサービス・メソッドをテストする場合，UFTは最初は

Webサービス・テスト・ステップのセキュリティ資格情報を送信せず，Webサーバからのセキュリティ

資格情報の要求を待っていました。現在は，［プロパティ］表示枠の［一般］タブ (HTTP要求およ
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びRESTサービス・メソッドの場合 )または［プロパティ］表示枠の［HTTP］タブ (Webサービス・メソッ

ドおよびSOAP要求ステップの場合 )でオプションを選択することにより，最初のWebサービス要

求でセキュリティ情報を送信できるようになりました。

l デバッグの改善：テストをデバッグする際に，［ブレークポイント］および［コールスタック］表示枠に，

現在のドキュメント (ブレークポイントを含むドキュメントまたはテストの現在の実行コンテキストにあ

るドキュメント )の名前が表示されます。これにより，デバッグセッションでの操作がさらに容易になり

ます。

l データ・テーブルを Excel にエクスポートする際の宛先シートの指定：DataTable.ExportSheetメ
ソッドを使用する際に，宛先ワークシートの名前を指定できるようになりました。これにより，Excel
出力のより細かい制御が可能になります。たとえば，テスト実行の反復ごとに異なるシートを生成

することができます。

l ドキュメントの改善：新しいHTML5ドキュメント形式は，新しい外観と操作性を備え，次の特長

を持っています。

n 検索結果に，見つかったトピックの短い抜粋が表示されます。

n これまで存在した検索フィルタの他に，検索フィルタを使用して 『HP UFT Object Model
Reference for GUI Testing』 に検索を限定することができます。

n ナビゲーションがよりスムーズになりました。たとえば，相互参照をクリックすると，参照されたペー

ジが開き，該当する位置までスクロールします。

UFT 12.01での新しい環境のサポート

UFT 12.01では，次の環境が新たにサポートされています。

l FirefoxおよびChromeの最新バージョンの更新されたサポート。特定のブラウザ・バージョンの詳

細については， 『HP Unified Functional Testing使用可能製品マトリクス』を参照してください。

l JDK 1.8

l HyperV (テクノロジ・プレビュー・レベル)

l SAPWebDynpro ABAP for NW 7.40

l SAPWebUIでの Internet Explorerサポートの拡張

l Windows 2012 R2 (テクノロジ・プレビュー・レベル)

l Internet Explorer 11の拡張保護モードのサポート
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UFT 12.00 の新機能
UFT 12.00で追加された新機能およびサポートの詳細については，次の項を参照してください。それ

ぞれの項で，UFT全体の変更点とGUIテストまたは APIテストに関連する変更点について説明し

ています。

本項には，次の項目が含まれています。

l 「UFTのインストール：高速，小サイズ，高セキュリティ」(6ページ)

l 「リモート Mac コンピュータ上のSafariでのGUIテストの実行 」(7ページ)

l 「実行セッション後に実行結果をALMに条件付きアップロード」(7ページ)

l 「バージョン 12.00での製品の機能強化」(7ページ)

l 「バージョン 12.00での新しい環境のサポート」(10ページ)

UFTのインストール：高速，小サイズ，高セキュリティ

UFT 12.00では新しいインストール・パッケージが提供されており，高いセキュリティと速度で UFTをイ

ンストールできます。

l インストール・パッケージのサイズが以前のリリースより大幅に小さくなり，インストール時間が短縮さ

れます。

l DVDまたはWebダウンロード・パッケージからUFTをインストールできます。

l UFTのインストールの一環として，UFT Add-in for ALMとRunResults Viewerもインストールでき

ます。

l インストール・プロセスで，UFTの実行に必要な設定がすべて行われます。インストール後のプログ

ラムを追加実行する必要はなくなりました。

l インストール時のセキュリティが向上しており，コンピュータのユーザ・アカウント制御 (UAC)を一時

的に無効にしなくても，UFTをインストールできます。

l サポートされている任意の言語で UFTをインストールできるようになりました。UFT製品のインス

トールに加えて，言語パックを別途インストールする必要はありません。

サイレント・インストールを一度実行するだけで，追加インストールを実行せずに済ませることもできま

す。サイレント・インストールの特徴は次のとおりです。

l 前提条件となるソフトウェアを 1つのコマンドですべてインストールできます (個別にインストールする

必要はありません)。

l すべてのアドイン (ALM Add-in for UFTも含む)が1つのサイレント・インストール・コマンドでインス

トールされ，再起動も必要ありません。
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l サイレント・インストール・コマンドにすべてのUFT設定を追加できます。

l サイレント・インストールは，管理者権限なしで実行できます。

組織内のコンピュータ全体にまたがる大規模なエンタープライズ・デプロイメント用のガイドラインもあり

ます。それには，ベスト・プラクティスとセキュリティ・ガイドラインも含まれています。

詳細については， 『HP Unified Functional Testingインストール・ガイド』を参照してください。

リモート Mac コンピュータ上のSafariでのGUIテストの実行

Webアプリケーションのテストを，リモートのMac コンピュータ上で実行されているSafariブラウザで行

えるようになりました。

注 : この機能は，テクノロジ・プレビュー・レベルで提供されています。

UFT接続エージェント (UFTインストールに付属 )をリモートのMac コンピュータにインストールした後

は，UFTがMac コンピュータにリモートから接続し，WebステップをSafariブラウザで実行できます。

なお，テストの設計は，サポートされる (Windowsの)ブラウザを使用してローカルに行う必要がありま

す。また，Safariブラウザで実行できるのは，Webテスト・オブジェクトのステップのみです。他のステップ

は，ユーティリティ・オブジェクト・ステップ (SystemUtil.Runなど)も含め，すべて UFTコンピュータ上で

ローカルに実行されます。

実行セッション後に実行結果をALMに条件付きアップロード

ALMサイト管理者がサイト・パラメータを設定して，実行セッションでの実行結果をALMに条件付き

でアップロードするようにUFTに指示できるようになりました。結果を常にアップロードするようにパラ

メータを設定することも，サイト・パラメータの引数を使用して，結果がアップロードされる条件を指定

することもできます。

設定したこのパラメータは，UFTテストの実行時に，サイト上のすべてのプロジェクトから使用できま

す。

この機能は，ALMバージョン 12.00でサポートされています。

バージョン 12.00での製品の機能強化

l 複数のUFT インスタンスでの Flex テストの同時実行 (Windows Sever)

UFTがテスト対象のFlexアプリケーションと通信する際に，使用可能なポートを 24654～ 24663
の範囲から選択するようになりました。

これにより，複数のWindows Serverユーザが同じポートを取り合わずに，UFTテストを Flexアプリ

ケーションで同時に実行できます。

l 外部認証 (CAC など) を使用した ALM への接続

［ALM接続］ダイアログ・ボックスにユーザ名とパスワードを入力するという従来のモデルではなく，外

部認証を使用して，UFTをALM 12.00サーバおよびプロジェクトに接続できるようになりました。
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これにより，ユーザは，ALMプロジェクトのユーザ名とパスワードを別々に保持し記憶しておくので

はなく，インストール済みの外部認証証明書やシングル・サインオンのメカニズムを使用できます。

CAC (共通アクセス・カード )，SiteMinderなどの外部認証システムを使用するようにALM 12.00
サーバが設定されている場合，ユーザが［ALM接続］ダイアログ・ボックスを開くときは，その認証方

法が使用されます。

l ALM またはオートメーションでの実行中にテスト実行をブレークポイントで停止する処理の有効

化または無効化

オートメーション・オブジェクト・モデルで，新しいRunDebugメソッドを使用できます。

この方法は，オートメーションを使用してテストを実行しているときに，ブレークポイントで停止する

ようにUFTを設定します。ALMから実行するか，オートメーションでの実行かは関係しません。

注 : これまでの「実行」オートメーション・メソッドを使用する場合，テスト内にブレークポイントが

保存されていてもテストは停止しません。

l テストの仮想化サービスの詳細をテスト結果に表示

仮想化サービスを使用するテストを実行するときに，サービスの詳細をテスト結果に表示できるよ

うになりました。

n サービスの名前と，デプロイされたサービスの場所

n サービスのデプロイメント・ステータス

n このテスト実行時エージェント・モードで使用されたパフォーマンス・モデルとデータ・モデル

n このテスト実行での仮想化サービスのデータ・シミュレーションとパフォーマンス・シミュレーションの

精度

l 容易になったヘルプ検索

UFTヘルプから有用な関連情報をより簡単に見つけることができるようになりました。

n API テストのヘルプの改善：APIテストの設計のセクションに，APIテストのイベント・ハンドラで使

用可能なコードの作成に関する章が設けられました。この章には，APIテストのイベント・ハンド

ラで使用可能な一般的なオブジェクトとプロパティのリストも記載されています。

n 関数リファレンス検索の改善

o 小型になった『GUI Testing Object Model Reference』。このヘルプに，UFTのすべてのテ

スト・オブジェクトに共通するメソッドとプロパティのヘルプ・ページが一部含まれるようになりま

した。この変更により，ヘルプのサイズがかなり小さくなり，その結果，検索と索引の性能が

向上しました。
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ヘルプの［目次］表示枠でこれらのページは，他のアドイン・ノードと並列に，［標準のメソッド

とプロパティ］ノードの下にのみ表示されます。

o 一部のヘルプ機能は，参照形式がCHM からWebヘルプに変更されて以降削除されてい

ましたが，今回復元されました。

o 索引を使用して，『GUI Testing Object Model Reference』と『VBScript Reference』の情

報を検索できるようになりました。

o VBScriptのコンテキスト・ヘルプのキーワードにより，関連トピックが開くようになりました。

n チェックポイントおよび出力値を作成するときのための，統一されたカスタマイズ可能ヘルプ：

チェックポイントまたは出力値を作成する 1つのタスクで，作成するチェックポイントまたは出力

値のタイプを選択すると，必要な詳細のみが含まれる関連情報が動的に生成されます。

n Automation Reference と Schema ReferenceのCHM ファイルへの簡単なアクセス：リファレ

ンスのCHMファイルは，これまでヘルプ・メニュー (HP UFT GUI テスト オートメーション & スキー

マリファレンスヘルプ)からのみアクセスできましたが，UFTのメインのヘルプ・ページからアクセス

できるようになりました。

含まれる内容は，次のとおりです。

o UFT Automation Object Model Reference

o Object Repository Automation Reference

o HP RunResults SchemaReference

o Test Object SchemaReference

o Object Repository SchemaReference

l UFT の Testing Extensibility と新バージョンの Visual Studio の使用

n Testing Extensibilityが向上され，Visual Studio 2010およびVisual Studio 2012をサポートす

るようになりました。

サンプル・アプリケーションが更新されました。

o Visual Studio 2003のサンプルは削除されました。

o 新しいVisual Studio 2010およびVisual Studio 2012バージョンのQuickIdおよび

HoursReportのサンプルを使用できます。

n 新しいTesting Extensibility SDK では，インタフェースが新しくなっており，次の処理が可能で

す。

o 記録セッション中に，記録されないステップをテストに追加します。

o 実行セッション中に，レポートに行を追加します。レポートは汎用にすることも，テスト・オブ

新機能

UFT 12.00の新機能

HP Unified Functional Testing (12.01) 9 / 12ページ



ジェクトに関連付けることもできます。

o 長方形の画像ファイルではなく，アクティブな画面の画像ファイルを提供します。

UFT Testing Extensibilityは，独立した SDK として提供されます。テストの拡張性については，

HPプロバイダにお問い合わせください。

バージョン 12.00での新しい環境のサポート

l 更新されたMozilla FirefoxおよびChromeのサポート：特定のブラウザ・バージョンの詳細について

は， 『HP Unified Functional Testing使用可能製品マトリクス』を参照してください。

l Mac上のSafari (テクノロジ・プレビュー・レベル) ：6.00と6.10 (Mac OS Mountain Lion 10.8上 )お
よび7.00 (Mac OS Mavericks 10.9上 )

l Windows 8.1 (テクノロジ・プレビュー・レベル)

l .NET Framework 4.5

l Visual Studio 2010および2012のExtensibilityサポートのテスト

l Delphi XE2

l Stingray 11.1

l WebDynpro ABAP for NW 7.31

新機能
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お客様からのご意見、ご感想をお待ちしていま
す。

本ドキュメントについてのご意見、ご感想については、電子メールでドキュメント制作チームまでご連

絡ください。このシステムで電子メールクライアントが設定されていれば、このリンクをクリックすることで、

以下の情報が件名に記入された電子メールウィンドウが開きます。

Feedback on 新機能 (Unified Functional Testing 12.01)

本文にご意見、ご感想を記入の上、 [送信 ]をクリックしてください。

電子メールクライアントが利用できない場合は、上記の情報をコピーしてWebメールクライアントの新

規メッセージに貼り付け、sw-doc@hp.com宛にお送りください。
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